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に
普
及
し
て
い
ま
す
が
、
統
合
簡

易
水
道
施
設
整
備
事
業
な
ど
国
庫

補
助
事
業
を
活
用
し
整
備
を
図
る

と
と
も
に
、
未
給
水
地
域
（
徳
蔵

地
区
）
の
解
消
に
向
け
た
計
画
を

進
め
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
藤
井
川
ダ
ム
再
開
発
事
業
等
の

早
期
完
了
を
要
望
し
、
安
定
し
た

水
源
の
確
保
に
よ
り
、
都
市
化
の

進
展
や
生
活
向
上
に
伴
い
増
大
す

る
水
需
要
と
消
火
用
水
の
供
給

と
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
信
頼

性
の
高
い
豊
か
な
生
活
基
盤
を
支

え
る
水
道
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

下
水
道
の
整
備

●
平
成
３
年
度
か
ら
那
珂
久
慈
流

域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
と
し

て
、
石
塚
の
中
心
市
街
地
48
ha
を

整
備
し
、
平
成
10
年
７
月
及
び
平

成
14
年
３
月
に
事
業
認
可
面
積
を

拡
大
し
な
が
ら
、
現
在
１
８
５
ha

の
認
可
区
域
内
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
16
年
度
に
お
い
て

に
、
七
会
地
区
の
町
道
徳
蔵
倉
見

線
の
早
期
完
成
を
目
指
し
、
17
年

度
よ
り
事
業
着
手
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

●
通
勤
、
通
学
、
防
災
上
の
利
便

性
を
考
慮
し
、
生
活
道
路
の
保
守

点
検
を
主
に
、
歩
道
の
設
置
や
段

差
解
消
、排
水
施
設
の
整
備
な
ど
、

安
全
で
人
に
優
し
い
道
路
整
備
に

努
め
ま
す
。

●
地
域
の
重
要
な
交
通
手
段
で
あ

る
バ
ス
路
線
網
は
、
現
状
の
路
線

バ
ス
の
維
持
を
基
本
に
、
既
存
の

福
祉
バ
ス
や
新
町
の
主
要
施
設
等

を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

な
ど
を
含
め
た
交
通
機
関
の
検

討
・
確
保
を
行
い
、
行
政
区
域
が

広
が
る
こ
と
に
よ
る
交
通
空
白
地

域
の
解
消
、
交
通
不
便
者
の
利
便

性
の
向
上
、
住
民
交
流
の
促
進
を

図
り
、
交
通
体
制
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

上
水
道
・
簡
易
水
道
の
整
備

●
常
北
地
区
水
道
事
業
・
桂
地
区

水
道
事
業
の
一
会
計
二
事
業
と
七

会
塩
子
地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
で
運
営
し
て
い
る
水
道
事
業

は
、普
及
率
92
％
と
な
っ
て
お
り
、

町
民
の
多
数
が
利
用
で
き
る
ま
で

策
に
取
り
組
み
ま
す
。

交
通
体
系
の
整
備

●
国
道
バ
イ
パ
ス
は
、
石
塚
田
町

の
現
道
か
ら
桂
地
区
上
圷
の
圷
小

学
校
ま
で
の
２
㎞
区
間
が
優
先
区

間
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
用
地
測
量

に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。ま
た
、

県
道
は
、
桂
地
区
の
阿
波
山
徳
蔵

線
の
路
線
延
長
区
間
に
お
い
て
地

元
説
明
会
が
終
了
し
、
路
線
測
量

を
実
施
し
て
お
り
、
地
元
地
権
者

の
ご
理
解
を
受
け
、
17
年
度
に
は

用
地
買
収
に
着
手
し
ま
す
。
さ
ら

心
や
す
ら
ぐ
自
然
環
境
の
な
か
で

安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

は
、
石
塚
・
那
珂
西
・
下
青
山
地

区
を
含
む
１
５
２
ha
の
区
域
が
整

備
完
了
し
ま
し
た
。

●
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
平
成
５
年
度
に

策
定
し
た
計
画
に
基
づ
き
平
成
６

年
度
よ
り
事
業
着
手
し
、
粟
・
阿

波
山
の
供
用
開
始
と
事
業
変
更
認

可
拡
大
に
よ
り
、
現
在
圷
地
区
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
、
年
次
計
画
に
よ
り
整

備
区
域
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。

●
農
村
地
域
の
生
活
環
境
整
備
を

図
る
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
常

北
青
山
・
孫
根
地
区
の
つ
な
ぎ
込

み
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
平
成

17
年
度
は
、
こ
の
施
設
を
効
率
的

に
稼
動
し
な
が
ら
維
持
管
理
費
の

節
減
を
図
り
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

●
都
市
計
画
道
「
池
の
内
片
山
線

他
」
が
、
国
・
県
道
の
バ
イ
パ
ス

整
備
に
関
連
し
た
合
併
市
町
村
幹

線
道
路
緊
急
整
備
支
援
事
業
の
支

援
対
象
道
路
と
し
て
、
平
成
16
年

11
月
25
日
県
知
事
か
ら
指
定
さ

れ
、
幹
線
道
路
渋
滞
の
解
消
に
向

け
、
石
塚
田
町
の
現
道
か
ら
日
立

笠
間
線
十
字
路
ま
で
の
Ｌ
字
間
延

長
１
１
５
０
ｍ
整
備
区
間
に
つ
い

て
、
合
併
特
例
債
・
県
補
助
金
を

活
用
し
、
県
と
協
調
し
な
が
ら
積

極
的
に
事
業
の
促
進
に
努
め
ま

す
。

自
然
環
境
･
景
観
の
保
全

●
緑
に
包
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
環

境
を
後
世
に
わ
た
っ
て
保
全
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て
い
く
た

め
、
居
住
環
境
と
自
然
環
境
の
調

和
す
る
計
画
的
な
土
地
利
用
を
推

進
し
ま
す
。

●
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
、

野
外
活
動
の
場
な
ど
に
お
い
て
、

環
境
美
化
運
動
を
積
極
的
に
実

施
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
環
境
に

対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
地

域
の
特
性
に
即
し
た
環
境
保
全
対

２広報しろさと

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
93
億
９
７
０
０
万

円
で
、
３
町
村
の
16
年
度
当
初
予
算
の
合
算
額
と
比
較
し
て
１

７
・
６
％
の
減
、
減
税
補
て
ん
債
の
借
り
換
え
分
３
億
１
３

０
万
円
を
の
ぞ
く
と
、
実
質
１
５
・
３
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
方
分
権
改
革
の
推
進
や
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進
展
、

さ
ら
に
は
景
気
動
向
な
ど
、
近
時
の
社
会
経
済
の
潮
流
を
踏

ま
え
つ
つ
、
合
併
初
年
度
と
し
て
、
新
町
建
設
計
画
を
ベ
ー

ス
に
、
合
併
協
議
や
事
務
一
元
化
調
整
を
通
し
、
町
民
が
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
と
、

多
様
な
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
意

を
配
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
希
望
が
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
町
の
予
算 

「
人
と
自
然
が
響
き
あ
い
　
と
も
に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
」 
平
成
17
年
度
町
の
予
算 

「
人
と
自
然
が
響
き
あ
い
　
と
も
に
輝
く
住
み
よ
い
ま
ち
」 

農業集落排水処理施設（孫根地区）



３ 広報しろさと

●
良
好
な
生
活
・
安
定
環
境
づ
く

り
に
向
け
て
、
公
営
住
宅
の
改

修
・
公
園
や
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
な

ど
の
整
備
を
図
り
、
良
好
な
景
観

を
備
え
た
地
域
環
境
の
場
の
提
供

や
形
成
に
努
め
ま
す
。

環
境
対
策
の
推
進

●
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
で
は
、

引
き
続
き
城
北
地
方
広
域
事
務
組

合
に
よ
り
現
状
を
維
持
し
ま
す
。

●
不
法
投
棄
や
野
外
焼
却
の
防
止

に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｕ

Ｄ
監
視
員(

不
法
投
棄
監
視
員)

や

警
察
等
関
係
機
関
と
連
携
し
て
監

視
活
動
を
展
開
し
、
住
民
や
事
業

者
へ
未
然
防
止
に
向
け
た
普
及
啓

発
を
行
い
、
不
法
投
棄
防
止
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

消
防
・
救
急
・
防
災
の
推
進

●
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
に
万
全
を
期
す
た
め
、
町
の

地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
、
新
規

計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

水
害
を
想
定
し
た
水
防
演
習
や
林

野
火
災
防
ぎ
ょ
演
習
に
よ
る
消
防

団
員
の
訓
練
を
実
施
し
、
団
員
の

資
質
向
上
を
図
り
、
町
民
の
生
命

財
産
の
安
全
確
保
に
努
め
ま
す
。

●
平
成
16
年
の
火
災
に
つ
い
て

は
、
住
宅
火
災
10
件
を
含
め
20
件

発
生
し
て
い
ま
す
。
事
務
委
託
を

し
て
い
る
水
戸
市
及
び
笠
間
地
方

広
域
消
防
本
部
と
の
消
防
救
急
体

制
の
強
化
、
消
防
設
備
及
び
水
利

の
充
実
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

平
成
19
年
４
月
の
稼
動
を
目
標

に
、
町
内
へ
の
消
防
署
所
建
設
を

進
め
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
防
火
意
識
を
啓

発
し
て
い
る
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
活

動
等
を
支
援
し
、
初
期
消
火
訓
練

の
実
施
や
地
域
の
火
災
防
止
に
努

め
ま
す
。

交
通
安
全
・
防
犯
の
推
進

●
町
で
は
昨
年
、
２
件
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
動
車

交
通
へ
の
依
存
が
高
ま
る
中
、
よ

り
安
全
･
円
滑
か
つ
快
適
な
交
通

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
交
通
安

全
の
推
進
に
つ
き
、
警
察
な
ど
関

係
機
関
団
体
と
連
携
を
図
り
、
街

頭
啓
発
、
交
通
安
全
教
室
の
開
催

な
ど
を
通
じ
、
住
民
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
と
交
通
安
全
施
設
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

●
防
犯
に
つ
い
て
、
防
犯
灯
の
整

備
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
警
察

や
防
犯
連
絡
員
な
ど
の
関
係
機
関

や
住
民
相
互
の
連
携
の
も
と
、
地

域
ぐ
る
み
で
の
防
犯
体
制
の
充
実

や
防
犯
意
識
の
啓
発
に
努
め
ま

す
。情

報
通
信
網
の
整
備
・
充
実

●
公
共
施
設
な
ど
を
高
速
・
超
高

速
で
接
続
す
る
地
域
公
共
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
整
備
を
終

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
民
間
事

業
者
へ
働
き
か
け
、
町
内
全
域
の

高
速
通
信
環
境
の
整
備
を
目
指

し
、
ま
た
、
携
帯
電
話
等
の
移
動

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
可
能
な
地

域
を
拡
大
し
、
地
域
間
の
情
報
通

信
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り

地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
や
社

会
経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

保
健
・
医
療
の
充
実

●
健
康
診
査
の
受
診
勧
奨
、
健
康

教
室
や
健
康
相
談
の
開
催
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
町
民
自
ら
が
健
康
を
管

理
す
る
習
慣
を
つ
く
る
た
め
の
取

り
組
み
と
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。

●
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
合

併
時
よ
り
、町
単
独
事
業
で
あ
る
、

医
療
費
の
無
料
化
を
小
学
校
卒
業

ま
で
の
児
童
を
対
象
に
行
っ
て
お

り
、
新
年
度
も
継
続
し
、
児
童
医

療
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

●
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
に

取
り
組
み
、
さ
ら
に
、
長
年
に
わ

た
っ
て
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
生
か
し
高
齢
者
の
社
会
参
加
促

進
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い

る
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
支
援
し
ま
す
。

●
高
齢
者
の
健
康
管
理
と
安
否
確

認
の
た
め
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
高
齢
者
の
自
立
し
た
生
活
を

側
面
か
ら
支
援
し
、
地
域
福
祉
の

意
識
を
高
め
る
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
育
成
、
中
学
生
と
高
齢
者

の
ヘ
ル
パ
ー
養
成
を
推
進
し
、
効

果
的
な
在
宅
高
齢
者
保
健
福
祉
事

業
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実

●
子
育
て
中
の
親
子
の
育
児
支
援

と
し
て
、
民
間
保
育
所
の
協
力
を

得
て
地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
引

き
続
き
開
設
、
ま
た
、
新
た
に
公

立
の
保
育
所
に
お
い
て
も
地
域
子

育
て
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
育
児

不
安
の
親
子
の
交
流
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
昼
間
保
護
者
の
い
な

い
家
庭
を
支
援
し
、
児
童
の
健
全

な
育
成
を
図
る
た
め
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
を
引
き
続
き
実

施
し
、事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

●
子
育
て
不
安
や
い
じ
め
、
不
登

校
、
非
行
な
ど
複
雑
、
多
様
化
す

る
児
童
育
成
問
題
に
対
応
す
る
た

め
に
、
地
域
協
力
委
員
や
民
生
委

員
児
童
委
員
、
学
校
等
関
係
機
関

と
の
連
携
を
蜜
に
し
、
問
題
解
決

に
努
め
ま
す
。

●
保
育
事
業
は
、
公
立
保
育
所
２

園
、
民
間
保
育
所
３
園
に
委
託
を

行
い
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

を
実
施
し
、
特
別
保
育
事
業
で
、

延
長
保
育
、
一
時
保
育
、
乳
児
保

育
、
保
育
所
地
域
活
動
、
障
害
児

保
育
を
実
施
し
保
育
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

出初め式

ホームヘルパー３級養成講座

と
も
に
支
え
あ
い
す
べ
て
の
人
が

元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り



農
林
業
の
振
興

●
転
作
等
に
よ
る
条
件
の
悪
い
谷

津
田
等
の
地
域
に
対
し
、
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
引
き
続

き
活
用
し
、
農
地
の
保
全
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
よ
り
地

域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
も
推
進
し
ま
す
。

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

振
興

●
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
、

「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
・
「
う
ぐ
い

す
の
里
」
・
「
山
び
こ
の
郷
」
は
、

町
の
観
光
の
核
と
し
て
、
重
要
な

位
置
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

利
用
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
利
用
者
増
が

図
れ
る
よ
う
県
主
催
等
の
観
光
Ｐ

Ｒ
事
業
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
体
験

教
室
等
を
実
施
し
誘
客
に
努
め
ま
す
。

●
直
売
セ
ン
タ
ー
・
物
産
セ
ン
タ

ー
や
、
健
康
増
進
施
設
「
ホ
ロ
ル

の
湯
」
に
つ
い
て
も
、
産
業
の
振

興
を
図
る
観
点
か
ら
積
極
的
な
Ｐ

Ｒ
に
努
め
、
利
用
客
の
増
を
図
り

ま
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
町
観

光
協
会
に
依
頼
し
、
城
里
町
と
し

て
一
本
化
を
図
り
実
施
し
ま
す
。

施
設
の
管
理
運
営
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
移
行
で
き
る
よ
う
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
福
祉
の
充
実

●
町
民
自
ら
が
福
祉
に
関
心
を
持

ち
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

町
民
同
士
の
交
流
に
よ
り
連
帯
意

識
を
育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
を
中
核
と

し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
相
互
扶
助
意
識

を
高
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
の
充
実

●
国
民
健
康
保
険
制
度
、
老
人
保

健
制
度
、
介
護
保
険
制
度
な
ど
の

社
会
保
障
制
度
の
周
知
を
促
進

し
、
保
険
税
（
料
）
の
適
正
な
賦

課
や
収
納
率
の
向
上
及
び
医
療
費

な
ど
の
適
正
化
を
図
る
と
と
も

に
、
基
盤
を
充
実
さ
せ
安
定
し
た

運
営
に
努
め
ま
す
。

●
平
成
15
年
度
に
施
行
さ
れ
た

「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

に
基
づ
き
、
昨
年
度
策
定
し
た
行

動
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

●
支
援
費
制
度
と
し
て
、
障
害
者

の
立
場
に
立
っ
た
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

制
度
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
継
続
事
業
で

あ
る
補
装
具
・
日
常
生
活
用
品
の

給
付
・
更
生
医
療
・
住
宅
リ
ホ
ー

ム
等
の
事
業
に
よ
り
障
害
児
・
障

害
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を

営
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
ワ
ー
ク
ス
運
営
事

業
で
は
、
作
業
訓
練
・
生
活
訓
練

を
実
施
し
て
お
り
、
精
神
保
健
事

業
で
も
、
通
所
に
よ
る
生
活
訓
練

等
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

４広報しろさと

●
米
の
生
産
調
整
を
中
心
と
し
た

政
策
か
ら
転
換
し
、
米
作
り
の
本

来
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
た

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
も
２
年

目
と
な
り
、
今
年
も
地
域
水
田
農

業
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
り
推
進
し
ま
す

が
、
平
成
20
年
ま
で
に
、
米
の
需

給
調
整
は
農
業
者
・
農
業
者
団
体

が
主
役
と
し
て
米
づ
く
り
を
担
う

こ
と
と
な
る
た
め
、
今
後
は
生
産

者
や
地
域
が
一
体
と
な
り
買
っ
て

も
ら
え
る
米
作
り
体
制
の
整
備
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

●
農
業
者
の
省
力
化
と
土
地
利
用

の
効
率
化
を
図
り
、
水
田
の
未
整

備
地
区
の
基
盤
整
備
を
進
め
、
ま

た
、
畑
地
の
か
ん
が
い
施
設
の
整

備
を
進
め
る
た
め
、
那
珂
川
沿
岸

農
業
水
利
事
業
の
早
期
完
成
を

国
・
県
な
ど
関
係
機
関
に
働
き
か

け
る
と
同
時
に
、
畑
地
基
盤
整
備

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
農
道
整

備
の
促
進
、
農
業
機
械
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
や
生
産
物
の
搬
出
搬

入
の
合
理
化
を
図
り
ま
す
。

●
家
畜
伝
染
病
に
注
意
を
払
い
、

各
種
防
疫
対
策
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
黒
毛
和
牛
に
つ
い
て
は
、
資

質
の
優
れ
た
素
牛
の
導
入
事
業
と

し
て
、
肉
用
牛
特
別
導
入
を
関
係

機
関
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
し
畜

産
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
植
林
事
業
の
重
要
性
や
緑
化
運

動
の
普
及
啓
蒙
を
図
る
と
共
に
、

森
林
組
合
等
と
連
携
し
な
が
ら
林

業
振
興
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
特

用
林
産
物
（
し
い
た
け
）
に
つ
い

て
は
、
海
外
か
ら
の
輸
入
に
よ
り

価
格
の
下
落
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
生
産
組
織
の
強
化
を
図
り
補

助
事
業
を
導
入
し
、
生
産
コ
ス
ト

を
低
減
し
た
安
定
的
な
生
産
が
行

え
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

●
厳
し
い
環
境
の
中
、
経
営
基
盤

の
弱
い
小
規
模
事
業
者
が
活
力
を

維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
し
て
ゆ
く

た
め
に
は
、
商
工
会
を
中
心
と
し

た
会
員
相
互
の
連
帯
意
識
の
高
揚

と
組
織
の
強
化
が
重
要
で
す
。
商

工
会
活
動
強
化
の
た
め
引
き
続
き

助
成
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
中

小
企
業
事
業
資
金
に
対
す
る
利
子

の
補
給
を
行
い
ま
す
。

●
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
雇

用
の
場
の
提
供
、
町
民
所
得
の
向

上
、
消
費
人
口
の
増
加
等
、
町
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き

関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
優
良
企
業
の
誘
致
に
努
め
ま

す
。
進
出
企
業
及
び
用
地
提
供
者

に
対
し
て
は
、
今
後
も
企
業
立
地

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

子牛のせり市

物産センター山桜

豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
た

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り



５ 広報しろさと

次
世
代
を
担
う
豊
か
な
心
の
育
成
と

歴
史
・
伝
統
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の

充
実

●「
総
体
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
中
心
に
「
個
人
と
し
て
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
み
す
え
て
、「
次
世

代
を
担
う
豊
か
な
心
の
育
成
と
歴

史
・
伝
統
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
の
具
現
化
に
向
け
努
め
ま
す
。

●
家
庭
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
地

域
等
と
の
連
携
を
図
り
、
少
子
化

の
進
行
に
対
応
し
な
が
ら
、
基
本

的
生
活
習
慣
の
定
着
と
体
験
学
習

の
充
実
を
図
り
、
豊
か
な
感
性
と

道
徳
性
を
培
い
、
健
康
で
た
く
ま

し
い
子
供
の
育
成
が
で
き
る
よ

う
、
教
育
内
容
の
充
実
と
諸
条
件

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
基
礎

学
力
の
確
実
な
向
上
と
と
も
に
、

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
・
豊
か

な
心
・
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め

の
健
康
や
体
力
を
育
て
る
教
育
の

実
践
に
努
め
ま
す
。

●
学
校
週
５
日
制
に
伴
う
対
応
を

さ
ら
に
進
め
、
本
年
度
も
学
校
教

育
指
導
員
制
度
を
継
続
し
、
学
校

教
育
全
般
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
国
際
化
に
対
応
す
る
教
育
推
進

の
た
め
、
引
き
続
き
小
・
中
学
校

に
英
語
指
導
助
手
を
配
置
し
、
さ

ら
に
、
社
会
人
に
よ
る
学
習
支
援

事
業
を
導
入
し
、
多
様
な
教
育
活

動
を
進
め
る
と
と
も
に
中
学
校
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置

し
、
小
学
校
と
の
連
携
を
と
り
な

が
ら
、生
徒
指
導
を
充
実
し
ま
す
。

●
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
１
人
当

た
り
１
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整

備
と
、
す
べ
て
の
教
室
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
可
能
な
環
境

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

使
用
能
力
の
教
育
に
努
力
し
ま
す
。

●
児
童
生
徒
の
一
人
ひ
と
り
の
細

や
か
な
教
育
の
対
応
と
し
て
、
引

き
続
き
Ｔ
Ｔ
講
師
を
配
置
し
ま
す
。

●
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
小
松

小
屋
内
運
動
場
実
施
設
計
を
は
じ

め
学
習
環
境
の
安
全
確
保
の
面
か

ら
充
実
を
図
り
ま
す
。

生
涯
教
育
・
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

●
城
里
町
に
お
い
て
生
涯
学
習
推

進
大
綱
を
策
定
し
、
各
種
講
座
・

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
・
質
の
充
実
に

努
め
、
自
主
活
動
団
体
や
人
材
の

育
成
、
相
談
の
充
実
を
図
る
な
ど

体
系
的
・
総
合
的
な
事
業
推
進
に

努
め
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
住

民
の
交
流
を
促
進
し
ま
す
。
住
民

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
や
生
活
様
式
に
応
じ
て
、
自
由

に
学
び
、
楽
し
み
、
そ
の
成
果
が

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

●
生
涯
学
習
施
設
や
各
種
運
動
施

設
の
整
備
・
充
実
に
努
め
、ま
た
、

図
書
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
率

の
高
い
図
書
館
を
中
心
に
各
地
域

公
民
館
に
あ
る
図
書
室
と
連
携
し

な
が
ら
、
図
書
・
資
料
の
充
実
に

努
め
、
利
用
し
や
す
い
学
習
拠
点

と
し
て
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
学
習
機
会
や
各
種
講
座
、
施
設

を
住
民
が
利
用
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
必
要
な
と
き
に
必
要
な
情
報

が
入
手
で
き
る
よ
う
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
提

供
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

芸
術
・
文
化
の
振
興

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・

交
流
を
進
め
、
各
地
域
の
自
然
・

歴
史
・
伝
統
・
文
化
に
触
れ
る
こ

と
で
、
関
心
や
理
解
を
深
め
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

●
住
民
の
自
主
的
・
創
造
的
な
芸

術
文
化
活
動
の
支
援
を
図
り
、
地

域
の
公
民
館
等
を
活
用
し
て
展
開

す
る
多
様
な
各
種
行
事
を
通
し

て
、
住
民
各
層
が
広
く
芸
術
文
化

に
親
し
み
、
心
豊
か
な
生
活
が
送

れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

●
町
に
は
、
史
跡
及
び
遺
跡
・
彫

刻
・
工
芸
品
な
ど
有
形
・
無
形
の

文
化
財
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。
城
里
町
文
化
財
保
護
計
画
を

策
定
し
、
計
画
的
に
文
化
財
の
保

護
・
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
情

報
冊
子
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
各
種
媒
体
に
よ
る
情
報
を
発
信

し
、
広
く
住
民
に
理
解
を
求
め
保

存
と
継
承
に
努
め
ま
す
。

住
民
と
行
政
が
と
も
に
手
を
と
り
あ
う

開
か
れ
た
ま
ち
づ
く
り

住
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

●
住
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

行
動
す
る
「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
、
自
治
意
識
の
高

揚
と
、
各
種
施
策
へ
の
住
民
参
画

の
拡
充
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

自
治
組
織
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

●
町
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
多
様

な
広
報
媒
体
を
用
い
て
、
町
政
状

況
を
積
極
的
に
住
民
に
広
報
・
公

開
す
る
と
と
も
に
、
行
政
懇
談
会

や
ア
ン
ケ
ー
ト
、
電
子
メ
ー
ル
な

ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
、
町
民
の

声
を
町
政
運
営
に
活
か
す
よ
う
広

報
・
広
聴
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
新
生
城
里
町
を
町
内
外
に
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
城
里
町
の
現
状

と
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と

す
る
た
め
、
町
勢
要
覧
を
作
成
し

ま
す
。

多
様
な
交
流
の
推
進

●
旧
町
村
で
実
施
し
て
き
ま
し
た

国
際
間
や
地
域
間
の
「
人
」
や

「
物
」
及
び
「
情
報
」
の
交
流
活

動
を
城
里
町
に
お
い
て
も
推
進
し

ま
す
。

ＩＴ講習会

石船神社
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●
合
併
を
機
に
地
域
住
民
が
早
期

に
新
町
と
し
て
の
一
体
性
を
確
保

で
き
る
よ
う
、
町
民
と
と
も
に
こ

の
合
併
を
祝
い
、
こ
れ
か
ら
の
町

政
の
発
展
を
祈
念
し
て
合
併
記
念

式
典
を
開
催
し
、
ま
た
、
全
町
的

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
積
極
的
な

参
加
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
各

地
域
に
設
置
さ
れ
た
余
暇
活
用
施

設
等
の
機
能
を
活
用
し
、
各
地
域

間
の
交
流
、
世
代
間
の
交
流
、
さ

ら
に
他
地
域
と
の
交
流
を
積
極
的

に
推
進
し
ま
す
。

人
権
尊
重
の
推
進

●
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
に
お
い
て
、
国

の
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る

基
本
計
画
」
に
基
づ
く
人
権
教
育

に
取
り
組
み
、
啓
発
活
動
の
推
進

を
図
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
人

権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

人
権
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

行
財
政
運
営
の

合
理
化
・
効
率
化

●
合
併
に
伴
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
に
地
域
間
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
新
町
の
行
政
組
織
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

●
住
民
窓
口
部
門
に
お
い
て
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
戸
籍
事
務

の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
新
た
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
戸
籍
電

算
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

●
町
有
財
産
の
管
理
、
取
得
、
処

分
、
契
約
検
査
事
務
等
を
管
財
課

に
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

務
の
効
率
化
と
経
費
節
減
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
契
約
に
関
す
る

事
務
の
適
正
な
執
行
を
期
す
る
た

め
、事
務
処
理
の
制
度
を
統
一
し
、

一
般
競
争
入
札
を
積
極
的
に
導
入

す
る
等
、
透
明
性
を
確
保
す
る
た

め
必
要
な
措
置
を
講
じ
ま
す
。

●
合
併
し
ま
し
て
も
、
厳
し
い
財

政
運
営
状
況
が
続
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
中
長
期
的
な
財
政
計

画
の
も
と
、
施
策
の
重
要
度
や
費

用
対
効
果
と
い
っ
た
視
点
の
も
と

財
源
の
重
点
配
分
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
、

合
理
的
・
効
率
的
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
財
政
の

運
営
を
適
正
に
管
理
・
推
進
す
る

た
め
、
総
合
計
画
を
策
定
し
、
計

画
的
・
総
合
的
な
行
財
政
の
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

人権教室

合併記念式典、町勢要覧作成など 
 
消防署所用地購入、消防施設設計、地域防災計画作成、防火水槽新設工事、ホース乾燥塔工事、消火栓ホ 
ース格納箱設置事業など 
 
総合計画策定業務(国土利用計画も含む)、コミニュティバス調査、バス運行事業（代替・路線）など 
 
公用バス運転業務委託など 
 
戸籍総合システム電算化事業、火葬費補助、不法投棄廃棄物処理、ごみ集塵箱購入、環境美化クリーン作 
戦、損失補償費、防犯灯・交通安全施設設置工事など 
 
医療福祉（マル福）事業、特例乳幼児・児童医療費助成（マル特）事業、国民健康保険事業、老人医療給 
付事業、介護保険事業、七会診療所のＸ線フィルム自動現像機・超音波診断装置更新など 
 
民生委員・児童委員関係事業、町社会福祉協議会運営事業補助、高齢者福祉事業（老人保護措置事業、敬 
老事業、老人福祉センター、高年者クラブ活動助成、在宅介護支援センター事業ほか）、児童福祉事業（児 
童手当支給事業、保育所・保育園運営事業、保育サービス支援事業ほか）、母子父子福祉事業、障害者（児） 
福祉事業（身体障害者・知的障害者支援費支給事業、難病患者見舞金支給事業ほか）、予防接種事業、老 
人保健事業、保健福祉センター事業、保健衛生事業など 
 
山菜きのこワールドモデル事業、農林業振興事業（生産調整対策補助、県単土地改良事業、森林組合育成 
補助ほか）、畜産振興事業、商工業振興事業（商工団体への助成、中小企業事業資金融資、物産加工・直 
売関係施設の管理運営ほか）、観光レクリエーション振興事業（観光協会等関係団体への助成、観光施設 
の管理運営、各種イベントほか）など 
 
道路改良（上青山線、唐貝線、磯野線、雨避堂線）、町道排水整備（仲岩船線、高久崎線）、町道舗装工 
事（上根小屋線、田向線、関谷入線）、町道補修工事など 
 
都市計画道路整備事業（池の内・片山線）、公園施設等の維持管理事業、木造空家住宅解体工事（米沢団 
地）など 
 
流域下水道整備事業（石塚西区）、特定環境保全公共下水道整備事業（上圷・下圷）、農業集落排水事業 
（上入野・青山・孫根・北方高久地区）、合併浄化槽設置事業（５人槽25基・７人槽25基・10人槽１基） 
など 
 
配水管布設替工事実施設計（鷹匠橋水道管）、常北地区水道事業変更認可申請（徳蔵地区水道整備）、統 
合簡易水道整備事業（上入野～増井地区ほか）、藤井川ダム再開発事業など 
 
教科指導補助員事業、ALT講師事業、小松小屋内運動場改築工事基本設計委託、各小学校工事、常北中学 
校下水接続工事など 
 
公民館講座、町民運動会・マラソン大会、公民館補修工事、図書の購入、各種団体補助、社会体育施設管 
理など 

8,300 

152,672 

24,404 

1,302 

198,870 

4,871,395 

879,501 

446,872 

168,010 

100,768 

941,526 

266,361 
 

59,147 

39,576

町 長 公 室  

総 　 務 　 課  

企 画 財 政 課  

管 　 財 　 課  

町 民 課  

保 　 険 　 課  
（診療所を含む） 

健 康 福 祉 課  

産 業 振 興 課  

建 設 課  

都 市 計 画 課  

下 水 道 課  

水 道 課  
（簡易水道課を含む） 

学 校 教 育 課  

生 涯 学 習 課  

平成17年度の主な事業と予算額 

課　　名 
事業費 
（千円） 事　　　務　　　事　　　業 
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平成17年度 一般会計予算 

区 分  予 算 額  
総 額  

19億192万9千円 

170億3 , 9 6 1万1千円 
93億9 , 7 0 0万円 

22億5 , 5 3 8万6千円 
5億3 , 3 9 6万1千円 

6億6 , 8 3 6万2千円 
11億8 , 0 6 9万1千円 
2億1 , 2 8 9万4千円 
5 , 9 4 7万7千円 

5億3 , 5 4 5万5千円 

5億3 , 5 4 5万5千円 
1億6 , 3 9 9万円 

2億9 , 4 4 5万6千円 

一 般 会 計  

国民健康保険特別会計（事業勘定） 
国民健康保険特別会計（施設勘定） 

老 人 保 険 特 別 会 計  
介 護 保 険 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計  
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計  

水道事業収益 

水道事業費用 
資 本的収入  

資 本的支出 

水道事業特別会計 

特

別

会

計

 

企
業
会
計 

歳　入 
９３億９,７００万円 

歳　出 
９３億９,７００万円 

地方交付税 
３８億３,２２０万５千円 
（４０.８％） 

総務費 
１７億７,１７７万３千円 
（１８.９％） 

公債費 
１５億６,２４１万１千円 
（１６.６％） 

民生費 
１４億９,１５１万５千円 
（１５.９％） 

衛生費 
１０億３,１４２万３千円 
（１１.０％） 

教育費 
９億９,３０４万円 
（１０.６％） 

土木費 
８億９,６９６万１千円 
（９.５％） 

農林水産業費 
５億４,１２８万７千円 
（５.８％） 

消防費 
４億６,９５７万円 
（５.０％） 

商工費 
３億８,４５５万６千円 
（４.１％） 

議会費　２億４,４３５万２千円（２.６％） 
予備費　　　　　　１千万円（０.１％） 
労働費　　　　　９万３千円（０.０％） 
災害復旧費　　　１万７千円（０.０％） 
諸支出金費　　　　　２千円（０.０％） 
 
 
 

地方譲与税　　　　　２億１,６２５万２千円（２.３％） 
地方消費税交付金　　　　１億６,７３０万円（１.８％） 
繰越金　　　　　　　　　　　　１億円（１.１％） 
ゴルフ場利用税交付金　　８,５９５万４千円（０.９％） 
分担金及び負担金　　　　８,７７４万７千円（０.９％） 
自動車取得税交付金　　　７,７８０万３千円（０.８％） 
地方特例交付金　　　　　　　４,２４５万円（０.５％） 
利子割交付金　　　　　　１,０４４万９千円（０.１％） 
財産収入　　　　　　　　９０１万８千円（０.１％） 
交通安全対策特別交付金　３００万１千円（０.０％） 
配当割交付金　　　　　　　　２８２万円（０.０％） 
国有提供施設等所在市町村交付金　８０万６千円（０.０％） 
株式等譲渡所得割交付金　　３４万４千円（０.０％） 
寄付金　　　　　　　　　　　　２千円（０.０％） 
 
 
 
 
 
 
 

町税 
１７億６,７８３万５千円 
（１８.８％） 

町債 
８億５,４５０万円 
（９.１％） 

県支出金 
７億１３９万８千円 
（７.５％） 

諸収入 
３億９,８９６万７千円 
（４.２％） 

使用料及び 
手数料 
３億８,３５０万２千円 
（４.１％） 

繰入金 
３億２,４８２万８千円 
（３.５％） 

国庫支出金 
３億２,９８１万９千円（３.５％） 
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岩
船
小
学
校
（
塩
澤
和
子
校
長
）
の
全
校
生
徒
６５
人
に
よ
る
サ

ケ
の
稚
魚
の
放
流
が
、
２
月
２４
日
、
学
校
の
そ
ば
を
流
れ
る
桂
川

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
９
年
前
か
ら
毎
年
実
施
。
稚
魚

は
、
昨
年
１２
月
に
那
珂
川
漁
協
か
ら
受
精
卵
を
譲
り
受
け
、
５
年

生
の
児
童
が
中
心
に
な
り
、
自
宅
や
学
校
の
水
槽
で
ふ
化
さ
せ
大

切
に
飼
育
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
当
日
、
参
加
し
た
孫
根
長
生
会
の
方
や
先
生
た
ち
が
見
守
る
な

か
、
体
長
約
４
〜
５
袍
に
成
長
し
た
サ
ケ
の
稚
魚
、
約
２
０
０
０

匹
を
放
流
。
児
童
た
ち
が
、
川
の
流
れ
に
向
け
て
そ
っ
と
放
し
て

や
る
と
、
稚
魚
は
元
気
よ
く
泳
い
で
い
き
ま
し
た
。
 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
「
元
気
で
ね
」
「
た
く
さ
ん
え
さ
を
食
べ
て

大
き
く
育
っ
て
欲
し
い
」
「
大
き
く
な
っ
て
ま
た
、
桂
川
に
帰
っ

て
き
て
ね
」
な
ど
と
、
無
事
に
成
長
し
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
、
稚
魚
の
姿
を
見
送
り
ま
し
た
。
 

 

　
第
２４
回
春
ま
つ
り
芸
能
大
会
が
旧
常
北
町

文
化
協
会
（
矢
次
巌
会
長
）
芸
能
部
の
主
催

の
も
と
、
３
月
１３
日
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
城
里
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文

化
協
会
に
所
属
す
る
団
体
３５
組
が
参
加
し
、

大
正
琴
、
民
謡
、
舞
踊
、
歌
謡
、
詩
舞
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
な
ど
各
種
演
目
を
披
露
。

素
晴
ら
し
い
発
表
に
、
観
客
約
１
５
０
人
の

大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
こ
の
芸
能
大
会
で
は
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
募
金
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た

募
金
２
万
３
、
０
２
８
円
は
、
後
日
、
常
北

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
根
本
一
雄
会
長
）
が
、

３
月
２３
日
、
ゴ
ミ
箱
３
個
を
町
に
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
早
速
、
ゴ
ミ
箱
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

城
里
の
広
場
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
自
分
で
出
し
た
ゴ
ミ
や
空
き

缶
を
き
ち
ん
と
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ミ
を

見
つ
け
た
ら
拾
っ
て
こ
の
ゴ
ミ

箱
へ
捨
て
て
く
だ
さ
い
。
み
な

さ
ん
、
コ
ミ
セ
ン
広
場
の
美
化

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
 

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
は
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁

護
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
目
的
で
昭
和
２３
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
 

　
こ
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
磯

部
長
司
さ
ん
（
下
古
内
）
と
飯

田
紀
代
子
さ
ん
（
石
塚
）
の
お

二
人
が
再
任
さ
れ
、
４
月
１
日

付
け
を
も
っ
て
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任

期
は
３
年
で
す
。
 

城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

　
　
　
　
　
　
ゴ
ミ
箱
を
寄
贈
 

 人
権
擁
護
委
員
に
 

磯
部
長
司
さ
ん
、飯
田
紀
代
子
さ
ん
 

磯部長司さん 飯田紀代子さん 



　平成１７年度、各公民館では下記のような講座を開講する予定です。いずれも魅力ある、楽し

い講座です。ご家族・お友達を誘って、ぜひ受講してみませんか？

　詳しくは、「受講生募集」（受講申込書）の冊子（４月中旬各戸配布予定）をご覧ください。

●欧風料理教室………第２（水）  【年  8回】

●水彩画教室…………第２・４（火）【年10回】

●陶芸教室……………第４（木）  【年11回】

●ミシンキルト教室…第２（木）   【年  8回】

●やさしい英会話……第１・３（金）【年12回】

●園芸教室……………第１（日）　【年  6回】

●太極拳………………第２・４（火）【年14回】

●寿大学………………第３（金）　【年  6回】

●カンガル−スクェア−…第１・３（火）【年12回】

常北公民館講座 

●親子木工芸教室……第４（土）　【年10回】

●手軽な家庭料理教室…第２（日）　【年10回】

●オカリナ教室………第１・３（金）【年20回】

●切り絵教室…………第１（土）　【年10回】

●布遊び教室…………第４（土）　【年10回】

●初めての陶芸教室…第１（日）　【年10回】

●太極拳教室…………第２・４（金）【年20回】

●フラダンス教室……第１・３（日）【年20回】

●いきいき塾…………第２（水）　【年  6回】

桂公民館講座 

●カラオケ教室………第１・３（月）【年12回】

●歌謡教室……………第１・３（水）【年12回】

●健康体操教室………第１（木）　【年  8回】

●手編み教室…………第１・３（金）【年12回】

●デコパージュ教室…第３（土）　【年  8回】

●フラワーアレンジメント教室…第４（土）　【年  6回】

常北・地区公民館講座 

●民舞教室……………第１・３（金）【年20回】　

●書道教室……………第１・３（土）【年20回】

●健康にやさしい料理教室…第３（日）　【年10回】

圷地区公民館講座 

●押花教室……………第２・４（水）【年20 回】　

●料理教室……………第３（日）　【年10 回】　

●書道教室……………第１・３（土）【年20 回】

●お問合せ先

　常 北 公 民 館　TEL029−288−5575

　桂　公　民　館　TEL029−289−2220

　七 会 公 民 館　TEL0296−88−3210

　圷 地 区 公 民 館　TEL029−289−2477

　岩船地区公民館　TEL029−289−4535

岩船地区公民館講座 

●レザークラフト教室…第２・４（土）【年10 回】

●パッチワーク教室…第３（日）　【年10 回】

●フラワーデザイン教室…第２（日）　【年10 回】

●生花教室……………第４（日）　【年10 回】

●ちぎり絵教室………第３（金）　【年10 回】

●ママさんコーラス教室…第２（木）　【年10 回】

●書道教室……………第２・４（木）【年24 回】

●掛軸表具教室………６月〜随時【年  8回】  

七会公民館講座 

９ 広報しろさと



10

水（陸）田耕起  6,000 　基盤整備された圃場を基準  

水（陸）田代かき  7,000   

畑 耕 起  6,000　 整地を含む  

たばこ畦上げ  6,000   

田　　　　植  8,000 　手直しは2,500円加算　育苗除く  

田 植 請 負　 27,000 　育苗、手直し含む  

水 稲 育 苗  　700 　1箱当り、種子含む、運搬は50円加算  

ご ぼ う 掘 り
　 36,000 　トラクター  

   　　　 78,000 　トレンチャー  

バ イ ン ダ ー  8,000 　結束紐含む  

ハ ー ベ ス タ  8,000   

コ ン バ イ ン

　 17,000 　刈り取りのみ、運搬は3,000円加算  

       　　　　　　30,000 乾燥を含む  

      　　　　　　 12,000  大豆刈り取りのみ  

水 稲 乾 燥 　 520　 30ｋｇ当り（18％以下）1％増30円  

麦 類 乾 燥 　 700 　25ｋｇ当り（18％以下）1％増25円  

草　　　　刈 10,000 　草丈1ｍ以下  

も み す り 　 700 　60ｋｇ当り  

あ ぜ ぬ り 　  35 　１ｍ当り  

作 業 別 　 賃　　金  　 摘　　　　要 作 業 別 　 賃　　金  　 摘　　　　要 

 1日当り 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

１時間当り実働 

１日当り 

１日当り 

上 15,000 　 5,000  

中 12,000 　 4,000  

下 　9,000 　 3,000  

 

 

田の部 　畑の部　　 摘　　　要 農地の 
区　分 

田の部 　畑の部　　 摘　　　要 
 

農地の 
区　分 

田の部 　畑の部　　 摘　　　要 
 

農地の 
区　分 

上 　16,000 　 5,000  

中 11,000 　 4,000  

下 　7,000 　 2,000  

　　適用期間 
平成15年4月 1日 
　　　～ 
平成18年3月31日 
 

　　適用期間 
平成15年4月 1日 
　　　～ 
平成18年3月31日 
 

上 16,000 　 5,000 

中 12,000 　 3,000  

下 9,000 　 2,000  

 　　11,000  

 

陸田一律 

１．１日の労働時間は８時間を原則とし、基準時間を超過し 
　た労働については、１時間当たり標準賃金の20％増とする。 
２．食事は、原則として支給しない。賄をつける場合でもで 
　きるだけ簡素化する。         
３．原則として、性別による賃金差をつけない。ただし、作 
　業効率に極度の差のある農作業については考慮する。         
４．作業の難易、圃場条件等により、上記金額によることが 
　適当でない場合は、当事者間で調整すること。         
５．この賃金表は、平成17年４月１日から平成18年３月31 
　日までの期間について適用する。  

平成17年度農業臨時雇標準賃金表 

◎人力の場合   　　　　　　　　 （単位：円） ◎機械力の場合（10a当り）田は基盤整備された圃場を基準　（単位：円） 

参考　旧常北町標準小作料金表（10a当り）　（単位：円） 参考　旧七会村標準小作料金表（10a当り）　（単位：円） 

参考　旧桂村標準小作料金表（10a当り）　（単位：円） 
町の農作業臨時雇標準賃金が平成17年３月29日改定されました。 

農作業の臨時雇を予定している農業経営者は、この表を目安と 

して活用ください。 

なお、標準小作料については、平成18年４月１日改定予定です 

ので、その間は、旧町村の小作料を目安にしてください。 

（農地の条件に応じ、原則、当事者間で設定） 

この表は年度末まで保存してください。 

問合せ先：農業委員会事務局 
　　　　　蕁029－288－3111（内線361・362） 

保存用 

5,200 

5,200 

5,200 

5,200 

7,300 

5,200 

1,000 

5,300 

5,800 

田 　 植  

水 田 除 草  

稲 ・ 麦 刈  

畑 仕 事  

ご ぼ う 堀 り  

茶 つ み  

脱 　 穀  

た ば こ 収 穫  

たばこの調整 

◎小作料 

城里町農業委員会 

　　適用期間 
平成15年4月 1日 
　　　～ 
平成18年3月31日 
 

広報しろさと
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　城里町のシンボルである町章については，常北町・桂村・七会村合併協議会が全国公募を行い，

合併前に町章案を決定し，合併後に新町長の承認を経て決定するということで事務を進めてきま

したが，決定した町章案が，城里町町章募集要項第２条の募集条件の第５項「他の市町村章及び

商標と同一又は類似しないデザインであること。」，第６項「自作の未発表作品であること。」

に違反していたため，次点の作品であった次の作品を城里町章として決定しました。

　去る2月10日に合併後も開設している常北町･桂村･七会村合併協議会ホームページの「お問い

合わせ」に，匿名にて，「城里町章案が，岐阜県郡上郡白鳥町の町章に似ている。」といった旨

のメールが送られてきました。

　調査したところ，白鳥町の町章と酷似しており，作品の制作者についても同一人物であること

が判明しました。

　白鳥町は，平成16年3月1日に合併して「郡上市」となっており，現在は存在しませんが，「募

集条件に違反していたこと，城里町章案の制作者が自ら認め，賞金等の返還もあったこと」から，

元の合併協議会委員とも協議をし，次点の作品を町章として決定したものです。

　城里町章は，平成17年3月25日に告示を行い，制定されました。

【意匠説明】

　人と自然の調和を目指す｢城里町｣を，田園の

さわやかな緑と，豊かな水に囲まれた丸い里

で表現し，円は町民の融和を象徴したもので

ある。「し」と「ろ」は読み方を強調するだ

けでなく，那珂川の西に位置する地勢も意図

している。

北海道小樽市　齋藤　哲哉さん　48歳の作品 

●問合せ先：城里町役場　町長公室　蕁０２９（２８８）３１１１代（内線２１３）● 

前の城里町章案 白鳥町章 
（昭和40年12月15日制定） 

しろとりちょう
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肺がん検診 　　　胸のレントゲンにより肺がんの有無を調べる目安とします。 　 

 　　　　　　喀痰を3日間とり肺がんの有無を調べる目安とします。　 

　結核検診 　　　胸のレントゲンにより結核の有無を調べる目安とします。 　 

胃がん検診 　　　バリウムを飲み、胃をレントゲン撮影し、胃がんの有無を調べる目安とします。　 

 　　　　　　便を2日間採り、出血の有無を調べます。 　　　　 

 　　　　　　血液検査により、前立腺炎・前立腺がんの有無を調べる目安とします。　 

 　　　　　　血液検査によりB型・C型肝炎ウイルス感染の有無を調べます。 　 

　　視触診 　　　専門医による視触診検査により乳房のしこりの有無を調べます。 

 　　　　　　乳房のレントゲン検査により乳房のしこりの有無を調べます。 　 

 
超音波検査

 　　　超音波を利用し、乳房の断面を画面に映し出し、 

　　　　　　　　　
しこりの有無を調べます。

 　 

 　　　　　　子宮入り口の細胞を採り子宮頸部のがんの有無を調べる目安とします。 　 

健 診 名  　　　　　　　　　　健 診 の 詳 し い 内 容  　　　　　　自己負担金 
 

基本健診 
 （総合健診・住民健診に含まれます） 

　血液検査等により生活習慣病の有無などを調べます。 
（問診・身体計測・血圧・検尿・血液検査・心電図・眼底検査） 

1,000円 
 （70歳以上 
　は500円） 
（5,985円の 
　ところ） 
 

婦人の健康づくり健診 
 （住民健診に含まれます） 

 血液検査等により生活習慣病の有無などを調べます。 
（問診・身体計測・血圧・検尿・血液検査） 

500円 

肺がん検診（喀痰検査） 

大腸がん検診 

前立腺がん検診 

肝炎ウイルス検診 

乳
が
ん
検
診 

 マンモグラフィー 

 

子宮がん検診 

　健診を受けることで、日常生活を見直すきっかけとなります。また自覚症状のない病気も早期に発見でき、 
有効な治療に結びつけることもできます。健診を受け、健康を守りましょう邇 

常北保健福祉センター内「トレーニング室」 
利用に関するお知らせ 
 
トレーニング室を一般の方に開放しています。 
利用時間等に変更がありましたので下記の変更 
内容に留意してご利用ください。 
 
　利用時間　月曜日から金曜日の 
　　　　　　午後１：00～午後10：00 
　　　　　　（入室は午前9：45まで） 
　休 館 日　土日祝日、年末年始 
 
※トレーニング室を初めて利用する方は、必ず 
　初心者講習会を受講していただきます。講習 
　会の日程等につきましては、健康福祉課（常 
　北保健福祉センター内）にお問い合わせくだ 
　さい。 

　運動教室「リフレッシュ教室」のご案内 
 
町内在住の方を対象に「リフレッシュ教室」を 
実施します。運動不足の方、運動が好きな方、 
ふるってご参加ください！ 
 
日程：4月7日、5月12日、6月2日、7月7日、 
　　　8月4日、9月1日、10月6日、11月10日、 
　　　12月8日、1月12日、2月9日、3月9日 
　　（いずれも木曜日） 
時間：午前10：00～ 
場所：七会保健福祉センター 
内容：主にストレッチや体操、ウォーキング等 
 
※参加ご希望の方は、随時受け付けております 
　ので、健康福祉課（常北保健福祉センター内） 
　までご連絡ください。 

平成17年度各種健診内容・料金と日程についてのご案内 平成17年度各種健診内容・料金と日程についてのご案内 

（2,678円の 
　ところ） 

無料 
（546円のところ） 

無料 
（714円のところ） 

1,000円 
（4,274円のところ） 

800円 
（3,150円のところ） 

500円 
（1,680円のところ） 

500円 
（2,310円のところ） 

500円 
（2,742円のところ） 

500円 
（3,150円のところ） 

500円 
（3,150円のところ） 

500円 
（3,234円のところ） 

500円 
（3,318円のところ） 



日　　程 　受 付 時 間  　場 　 所 　  　　 健 診 内 容  
 

総

合

健

診

 

住

民

健

診

 

乳
・
子
宮
が
ん
検
診 

　6月3日（金） 
　　4日（土） 
　　5日（日） 
 

桂公民館 ・基本健診（40歳以上の方） 
・胃がん検診（40歳以上の方） 
・大腸がん検診（40歳以上の方） 
・肺がん健診（40歳以上の方） 
・前立腺がん検診（50歳以上の男性） 
・肝炎ウイルス検診 
（17年度に40・45・50・55・60・65・70歳を迎えられる方） 

 
※総合健診は胃がん検診を受ける方が対象となります。 
 

　7月7日（木） 
　　8日（金） 
　　9日（土） 
 

午前6：30～ 
 

※混雑を避ける 
ため、受付時間 
を指定すること 
があります。 

常北保健福祉 
センター 
 

　8月9日（火） 
　 10日（水）  

七会保健福祉 
センター 

　7月13日（水） 
　　14日（木） 
　　15日（金） 
　　20日（水） 
　　21日（木） 
　　22日（金） 
　　23日（土） 

午前9：30～ 
　　11：00 
 
午後1：30～ 
　　　3：00 
 

※混雑を避ける 
ため、受付時間 
を指定すること 
があります。 

常北保健福祉 
センター 
 

・基本健診（18歳以上の男性・40歳以上の女性） 
・婦人の健康づくり健診（18歳～39歳の女性） 
・大腸がん検診（40歳以上の方） 
・肺がん検診（40歳以上の方） 
・結核検診（16歳以上の方） 
・前立腺がん検診（50歳以上の男性） 
・肝炎ウイルス検診 
（17年度に40・45・50・55・60・65・70歳を迎えられる方） 

 
※大腸がん検診希望者には、健診当日、会場にて検査 
容器を配布します。後日指定日に提出となります。 

  

8月30日（火）  圷公民館  
 

8月31日（水） 岩船公民館 

9月 9日（金） 
　 13日（火） 
　 14日（水）  

桂公民館  
 

6月30日（木） 
7月　1日（金）  

午後0：30～  

七会保健福祉 
センター 

[乳がん] 
①視触診 
②マンモグラフィー 
③超音波検査 
※県の指針により 
30～39歳→視触診＋マンモグラフィー 
40～56歳→視触診＋超音波＋マンモグラフィー 
57～65歳→マンモグラフィー 
◎マンモグラフィーは2年に1回 
[子宮がん] 
子宮頸部細胞診（25歳以上の方） 
 

　9月 1日（木） 
　　　2日（金） 
　　 6日（火） 
　　 7日（水） 
　　 8日（木） 
　　12日（月） 

常北保健福祉 
センター 
 

桂公民館  
12月8日（木） 
　　　9日（金） 
　　10日（土）  

 

申込み・問合せ先：健康福祉課（常北保健福祉センター内）電話029－240－6550(直通) 

　　　　　　　　　城里町役場　電話029－288－3111（代表）内線370または371

健診をご希望の方は4月末までに健康福祉課までご連絡ください。 
※平成16年度に受診した方は、申込みをしなくても通知をお送りいたします。 
 

健診の申 
込み方法 

訂正の箇所…「リハビリ教室」「お達者くらぶ」「百歳塾」「いきいきふれあい教室」 
　　　　　　「デイケア」「こころの相談会」「家族教室」の予定表 

「平成17年度保健事業予定表」の内容訂正とお詫びについて 
以上のように訂正させ 
ていただきますととも 
に、不手際について深 
くお詫び申し上げます。 

誤 
時　間 
場　所 

正 
場　所 
時　間 

蜚 
蜚 

訂正の内容 

※9月1日、2日は視触診、マンモグラフィ、 
　子宮がんのみ 
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城里町役場本庁舎

蘂029−288−3111

平
成
17
年
度
の
課
税
に
つ
い
て

は
、
賦
課
基
準
日
が
合
併
日
（
２

月
１
日
）
前
の
１
月
１
日
で
あ
る

の
で
、
旧
町
村
区
域
ご
と
に
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
常
北

町
、
旧
桂
村
、
旧
七
会
村
そ
れ
ぞ

れ
に
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
は
、
城
里
町
か
ら
の
納
税

通
知
書
が
旧
町
村
分
ご
と
別
々
に

発
行
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
納
税
通
知
書
の
宛
名
部

分
に
は
【
旧
○
○
○
分
】
と
し
て

旧
町
村
名
を
表
示
し
ま
す
。

問
合
せ

役
場
税
務
課

地
方
税
法
第
４
１
０
条
の
規
定

に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
平
成
17
年

度
分
の
固
定
資
産
の
価
格
等
を
、

同
法
第
４
１
６
条
第
３
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
を
開

始
し
ま
す
。

こ
の
縦
覧
制
度
は
、
納
税
者
の

皆
さ
ん
が
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

を
比
較
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

縦
覧
期
間
・
時
間

４
月
１
日
〜

５
月
２
日
ま
で
（
た
だ
し
、

土
・
日
曜
日
及
び
祝
祭
日
の
閉

庁
日
を
除
く
）、
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
ま
で

縦
覧
場
所

役
場
税
務
課

縦
覧
に
供
す
る
も
の

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内

に
所
在
す
る
土
地
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
、
そ
の
家
族
等
代

理
権
を
有
す
る
方

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
町
内

に
所
在
す
る
家
屋
の
固
定
資
産

税
の
納
税
者
、
そ
の
家
族
等
代

理
権
を
有
す
る
方

※
縦
覧
す
る
資
格
を
有
し
て
い
な

い
方
に
は
お
断
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

そ
の
他

縦
覧
で
き
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
、
お
手
持
ち

の
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書

ま
た
は
運
転
免
許
証
等
本
人
の

確
認
が
で
き
る
も
の
を
窓
口
に

て
ご
提
示
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
本
人
所
有
の
土
地
及
び
家
屋

以
外
の
土
地
及
び
家
屋
の
評
価

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
詳
細

に
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

問
合
せ

役
場
税
務
課

（
内
線
１
２
１
）

開
催
場
所

中
央
校
…
県
総
合
福

祉
会
館
他
（
水
戸
市
千
波
町
）

県
南
校
…
ワ
ー
ク
ヒ
ル
土
浦

講
座
内
容

一
般
教
養
、
歴
史
・

絵
画
・
陶
芸
等
、
合
計
26
日
間

１
０
０
時
間
（
平
成
17
年
５
月

〜
平
成
18
年
２
月
ま
で
）

対
象
者

概
ね
60
歳
以
上
の
方

募
集
期
間

４
月
28
日
ま
で

申
込
み
・
詳
し
い
問
合
せ

譖
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
　

茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
　

蕁
０
２
９
│
２
４
３
│
８
９
８
９

平
成
17
年
度
の
城
里
町
固
定

資
産
税
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

土
地
及
び
家
屋
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
に
つ
い
て

﹁
茨
城
わ
く
わ
く
学
園
生
き
が

い
創
造
課
程
﹂受
講
者
募
集

消防水利付近は駐車禁止です！！ 

 
 
 
 
 

これらは、消火栓など消火活動に利用する施設が近くにあることを示

しています。「消火栓」や「防火水そう」は、火災発生時に消火に必要な

水利を消防隊に供給するもので、この付近に駐車してありますと、火

災発生時に車両が障害となり、消火活動の妨げになります。

また、消防水利周辺の駐車は道路交通法で禁止されています。

標識や施設周辺への駐車はしないようお願いします。 

≪道路交通法抜粋≫ 
（駐車を禁止する場所）  
第四十五条　車両は、道路標識等により駐車が禁止されている道路の部分及び次に掲 
　げるその他の道路の部分においては、駐車してはならない。ただし、公安委員会の定め 
　るところにより警察署長の許可を受けたときは、この限りでない。  
　一　人の乗降、貨物の積卸し、駐車又は自動車の格納若しくは修理のため道路外に設 
　　けられた施設又は場所の道路に接する自動車用の出入口から三メートル以内の部分  
　二　道路工事が行なわれている場合における当該工事区域の側端から五メートル以内 
　　の部分 
　三　消防用機械器具の置場若しくは消防用防火水槽の側端又はこれらの道路に接す 
　　る出入口から五メートル以内の部分  
　四　消火栓、指定消防水利の標識が設けられている位置又は消防用防火水槽の吸水 
　　口若しくは吸管投入孔から五メートル以内の-部分  
　五　火災報知機から一メートル以内の部分 

問合せ　役場総務課　消防防災グループ（内線２２２） 

一刻を争う消防活動への、御理解と御協力をお願いします。 
道路上で、こんな標識をみかけたことはありませんか？ 

平成17年度各種健診内容・料金と日程についてのご案内 
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●
健
康
づ
く
り
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

機
能
を
備
え
た
健
康
増
進
施
設

「
ホ
ロ
ル
の
湯
」（
城
里
町
）

健
康
増
進
施
設「
ホ
ロ
ル
の
湯
」

は
、
バ
イ
ブ
ラ
機
能
や
寝
湯
、
サ

ウ
ナ
、
地
元
の
自
然
石
を
使
っ
た

広
々
と
し
た
露
天
風
呂
な
ど
各
種

機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
の

自
慢
の
薬
湯
は
、
血
行
促
進
や
新

陳
代
謝
、
保
湿
性
、
湯
冷
め
し
に

く
い
点
に
優
れ
評
判
と
な
っ
て
い

ま
す
。
注
が
れ
る
温
泉
は
、
ア
ル

カ
リ
性
単
純
温
泉
で
、
pH
値
9.0
の

強
ア
ル
カ
リ
酸
で
肌
が
ツ
ル
ツ
ル

に
な
る
と
女
性
に
も
好
評
で
す
。

水
着
着
用
の
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
に

は
、
25
ｍ
×
３
コ
ー
ス
の
温
水
プ

ー
ル
や
バ
イ
ブ
ラ
バ
ス
、
打
た
せ

湯
、
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
、
多
彩

な
機
能
が
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら

体
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
大
広
間
や
オ
ー
プ
ン
テ

ラ
ス
、
１
０
０
イ
ン
チ
の
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
の
あ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル

ー
ム
や
個
室
な
ど
休
憩
室
も
充
実

し
て
い
る
ほ
か
、
食
堂
、
レ
ス
ト

ラ
ン
も
あ
り
湯
上
り
の
く
つ
ろ
ぎ

も
最
高
で
す
。

営
業
時
間

10
時
〜
21
時

料
　
金

大
人
８
０
０
円
／
小
人

４
０
０
円
（
土
日
、
祝
日
は
大

人
１
０
０
０
円
／
小
人
５
０
０

円
。
17
時
〜
大
人
５
０
０
円
／

小
人
３
０
０
円
）

定
休
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）

問
合
せ

城
里
町
下
古
内
８
２
９

│
３

蕁
０
２
９
│
２
８
８
│
７
７
７
５

●
涸
沼
自
然
公
園
（
茨
城
町
）

涸
沼
の
ほ
と
り
の
自
然
を
丸
ご

と
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設
に
し
た
公
園

で
す
。
３
４
・
５
ha
の
広
さ
の
園

内
に
は
、
テ
ン
ト
サ
イ
ト
、
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
広
場
、
約
1.5
㎞

の
散
策
路
が
あ
り
、
自
然
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
期
間

４
月
25
日
〜
10
月
31
日

料
　
金

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
１

区
画
５
０
０
０
円
／
テ
ン
ト
１

張
２
０
０
０
円
／
タ
ー
プ
１
張

１
０
０
０
円
／
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

炉
１
５
０
０
円
／
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
の
み
１
人
１
０
０
円

※
入
園
料
２
０
０
円
（
５
歳
〜
15

歳
１
０
０
円
）
別
途
。

問
合
せ

茨
城
町
役
場
商
工
観
光
課

蕁
０
２
９
│
２
９
２
│
１
１
１
１

涸
沼
自
然
公
園
管
理
事
務
所

蕁
０
２
９
│
２
９
３
│
７
４
４
１

●
水
戸
市
長
杯
第
20
回
綱
引
大
会

参
加
者
募
集

気
の
合
っ
た
仲
間
を
誘
っ
て
綱

引
大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
の
参

加
も
た
く
さ
ん
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
　
時

５
月
22
日
午
前
９
時
〜

会
　
場

青
柳
公
園
市
民
体
育
館

構
成
・
種
別

１
チ
ー
ム
選
手
８

〜
10
名
（
一
般
男
子
／
一
般
女

子
／
男
女
混
合
／
小
学
５
、
６

年
生
）、
監
督
・
ト
レ
ー
ナ
ー

各
１
名

参
加
料

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

申
込
み

５
月
２
日
ま
で
に
水
戸

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
会
へ

問
合
せ

水
戸
市
見
川
町
２
２
５
６

蕁
０
２
９
│
２
４
３
│
０
１
１
１

お
出
か
け
下
さ
い

お
出
か
け
下
さ
い

文芸しろさと 

俳
　
　
句 

兇
つ
年
を
拭
ひ
浄
め
む
と
雪
ぞ
降

る
身
は
謹
み
て
新
年
迎
ふ

　
　
　
　
　
　
川
　
上
　
千
代
子

冬
の
蝿
短
き
命
と
上
げ
た
手
を
じ

っ
と
休
め
て
行
方
目
で
追
う

　
　
　
　
　
　
弓
　
野
　
の
　
ぶ

新
し
き
年
の
始
め
に
降
る
雪
に
良

き
事
願
い
屠
蘇
吸
み
か
わ
す

　
　
　
　
　
　
島
　
　
　
愛
　
子

封
書
裏
に
消
え
ゆ
く
町
名
を
認
め

て
ポ
ス
ト
に
入
れ
た
り
音
を
こ
そ

聴
け
　
　
　
多
　
田
　
志
保
子

受
話
器
よ
り
聞
こ
ゆ
る
声
が
は
ず

み
お
り
大
学
院
が
受
か
り
し
と
男

孫
は
　
　
　
坪
　
井
　
き
よ
子

由
緒
あ
る
町
の
名
や
景
観
を
守
り

来
し
村
の
名
も
消
え
て
合
併
す
す
む

　
　
　
　
　
　
萩
　
谷
　
登
喜
子

水
面
に
う
ぶ
毛
散
ら
し
て
白
鳥
の

初
春
を
待
つ
親
子
の
戯
れ

　
　
　
　
　
　
和
　
知
　
美
智
子

智
積
院
の
朝
清
や
か
に
冷
気
満
つ

壇
信
徒
わ
れ
ら
勤
行
に
加
ふ

　
　
　
　
　
　
冨
　
田
　
佐
智
子

な
に
や
ら
む
と
ま
ど
い
迷
う
筆
持

ち
て﹁
城
﹂と
い
う
字
を
三
度
書
く

と
き
　
　
　
秋
　
葉
　
主
　
計

雛
壇
を
飾
り
し
前
で
曾
孫
達
が
燥

ぐ
姿
に
心
ほ
こ
ろ
ぶ

　
　
　
　
　
　
阿
良
山
　
ウ
メ
ノ

時
折
り
に
竹
の
折
れ
た
る
音
が
し
て

雪
の
積
も
り
し
枕
辺
に
思
う

　
　
　
　
　
　
岩
　
下
　
通
　
子

人
生
の
辛
苦
を
共
に
八
十
路
過
ぎ

痴
呆
の
か
げ
の
夫
に
涙
す

　
　
　
　
　
　
岩
　
下
　
美
知
野

さ
ざ
め
雪
音
も
か
す
か
に
降
り
止

ま
ず
桂
の
里
は
雪
明
か
り
し
て

　
　
　
　
　
　
高
　
井
　
良
　
水

春
雪
の
明
る
さ
家
に
父
と
母

　
　
　
　
　
　
飯
　
田
　
勇
　
一

点
滴
を
も
て
毒
う
す
め
鬼
は
外

　
　
　
　
　
　
一
　
木
　
雄
一
郎

筆
先
を
幾
つ
も
持
て
り
猫
柳

　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　
正
　
行

三
町
歩
ほ
ど
の
裏
山
山
椒
の
芽

　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
草
　
介

も
く
も
く
と
土
龍
の
起
こ
す
春
の
土

　
　
　
　
　
　
杉
　
木
　
輝
　
夫

奥
宮
の
静
け
さ
椿
落
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
和
　
田
　
範
　
子

湯
の
里
に
湯
の
宿
一
つ
つ
く
し
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
芦
　
江

菖
蒲
の
芽
小
さ
き
雨
粒
光
り
け
り

　
　
　
　
　
　
鯉
　
渕
　
寿
美
恵

春
の
旅
鯨
塩
吹
き
頭
出
す

　
　
　
　
　
　
飯
　
村
　
愛
　
子

木
道
の
し
っ
と
り
と
濡
れ
猫
柳

　
　
　
　
　
　
飯
　
村
　
昭
　
子

陽
炎
の
き
ら
り
と
光
り
鍬
の
先

　
　
　
　
　
　
い
そ
べ
　
き
　
よ

駅
を
出
て
ほ
っ
と
一
息
花
馬
酔
木

　
　
　
　
　
　
田
　
所
　
厚
　
子

蕗
の
薹
摘
む
に
は
小
さ
し
囲
ひ
せ
り

　
　
　
　
　
　
阿
久
津
　
あ
い
子

寄
せ
書
き
の
布
は
空
色
鳥
雲
に

　
　
　
　
　
　
竹
　
内
　
幸
　
子

老
梅
に
漲
る
一
枝
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
今
　
瀬
　
多
代
美

や
は
ら
か
く
良
く
眠
る
嬰
雛
飾
る

　
　
　
　
　
　
桜
　
井
　
眞
　
子

母
の
辺
へ
わ
づ
か
に
届
き
春
日
差
し

　
　
　
　
　
　
安
　
藤
　
沙
都
子

梅
の
花
鳥
た
ち
て
雪
落
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
瀬
　
谷
　
博
　
子

白
梅
や
巨
大
花
瓶
の
陶
芸
の
業

　
　
　
　
　
　
仲
　
田
　
こ
　
う

父
な
る
わ
遠
く
に
あ
り
て
春
彼
岸

　
　
　
　
　
　
市
　
川
　
義
　
子

ヒ
メ
マ
ス
の
稚
魚
放
流
に
春
来
た
り

　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
隆
　
荘

牛
遅
々
と
春
光
畑
に
あ
ふ
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
秋
　
葉
　
久
　
子

短
　
　
歌 

溢
る
る
陽
浴
み
つ
つ
一
日
長
芋

掘
り
て
読
み
継
ぐ
夜
の﹁
蹴
り
た

い
背
中
﹂　
　
薄
　
井
　
ひ
　
ろ

視
野
さ
え
ぎ
り
白
ひ
と
色
に
降
る

雪
は
災
害
多
か
り
し
年
清
む
る

ご
と
し
　
　
　
枝
　
　
不
　
美

そ
の
夫
の
在
り
に
し
日
の
ご
と
白

牡
丹
匂
は
せ
て
友
短
歌
詠
み
て
を

り
　
　
　
　
片
　
見
　
和
　
枝

い
　
も

に
い
ど
し

お
こ

み
た
び

ま
　
ご

は
し
ゃ

も
ぐ
ら

し
ょ
う
ぶ

か
げ
ろ
う

あ
し
び

ふ
き

と
う

み
な
ぎ

や
や

げ
　
い

と
　
そ

15 広報しろさと
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ご
あ
い
さ
つ校

長
　
小
野
　
　
昭

本
校
は
城
里
町
唯
一
の
高
等
学

校
で
す
。
地
元
に
根
ざ
し
、
地
元

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
、
開
か
れ

た
学
校
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
常
北
高
校
が
ど
ん

な
学
校
な
の
か
を
、
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
今
回
は
紙
面

を
借
り
て
、
十
月
以
降
の
学
校
行

事
に
つ
い
て
は
生
徒
の
体
験
談

を
、
ま
た
進
路
状
況
に
つ
い
て
は

概
要
を
掲
載
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

教
職
員
一
同
、
地
域
の
皆
様
に

愛
さ
れ
る
高
校
・
誇
れ
る
高
校
を

目
指
し
、
心
血
を
注
ぎ
努
力
を
惜

し
ま
ぬ
覚
悟
で
日
々
教
育
に
あ
た

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と

も
、
地
域
の
皆
様
の
ご
助
言
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
、
学
校
行
事
の
中
か
ら

【
留
学
生
受
入
・
春
園
祭
・
ツ
ー

ル
ド
常
北
・
共
同
宿
泊
学
習
・
生

徒
海
外
研
修
】
の
生
徒
体
験
談
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

留
学
生
体
験
談

カ
タ
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ェ
デ
ィ
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

常
北
高
校
は
、
み
ん
な
と
て
も

優
し
い
。
一
週
間
は
す
ご
く
短
か

っ
た
け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
友
達

が
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。
一
番
印

象
に
残
っ
た
の
が
ツ
ー
ル
ド
常

北
。
み
ん
な
と
一
緒
に
頑
張
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
私
は
こ

の
素
晴
ら
し
い
体
験
を
ず
っ
と
忘

れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
原
文
の
ま
ま
）

イ
ク
マ
ル
・
ナ
シ
ル
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

今
回
の
留
学
を
と
お
し
て
会
得

し
た
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
常
北
町
で
、
短
期
間
で

し
た
が
多
く
の
人
と
の
出
会
い

や
、
高
校
の
音
楽
部
・
弓
道
部
で

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
皆

様
に
再
び
会
う
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
二
学
年
　
大
津
悟
・
和
訳
）

（
常
北
中
出
身
）

春
園
祭
（
文
化
祭
）

三
学
年
　
益
子
　
　
繭

（
内
原
中
出
身
）

文
化
祭
ま
で
に
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
あ
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表

（
ダ
ン
ス
）
が
う
ま
く
い
か
ず
、

前
日
ま
で

口
論
し
、

練
習
も
ま

ま
な
ら
な

か
っ
た
。

本

番

当

日
。
す
ご
く
ド
キ
ド
キ
だ
っ
た
。

失
敗
し
な
い
か
不
安
だ
っ
た
。
で

も
、
何
と
か
や
り
終
え
、
す
ご
く

気
持
ち
良
か
っ
た
。
諦
め
な
い
で
良

か
っ
た
。

一
曲
、
踊
り
た
く
て
も
完
成
せ

ず
心
残
り
の
部
分
も
あ
る
け
ど
、

皆
で
楽
し
く
踊
れ
た
か
ら
悔
い
な

し
。
最
高
の
文
化
祭
に
な
っ
た
。

ツ
ー
ル
・
ド
・
常
北

三
学
年
　
細
谷
　
敦
美

（
常
北
中
出
身
）

毎
年
行
わ
れ
る
常
北
高
校
独
特

の
行
事
、
ツ
ー
ル
・
ド
・
常
北
。

私
は
い
つ
も
賞
に
は
ほ
ど
遠
い
順

位
だ
っ
た
。
今
年
は
三
年
、
最
後

の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
。

例
年
、
前
半
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

で
力
尽
き
て
し
ま
い
、
後
半
は
バ

テ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
ス
ピ
ー
ド

も
出
ず
、
坂
も
登
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、今
年
は
大
丈
夫
だ
っ
た
。

後
半
直
後
の
坂
は
さ
す
が
に
登
れ

な

か

っ

た

が

、

そ

の

後

は

順

調

に

進

ん

だ

。

途

中
係
員
に
、「
十
位
だ
よ
」
と
声

を
か
け
ら
れ
た
と
き
は
驚
い
た
。

ス
タ
ー
ト
で
出
遅
れ
た
の
で
、
も

う
入
賞
は
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た

か
ら
だ
。結
果
は
十
位
だ
っ
た
が
、

最
後
に
賞
が
取
れ
て
嬉
し
か
っ

た
。
メ
ダ
ル
も
以
外
に
重
く
、
と

て
も
い
い
記
念
が
で
き
た
。

共
同
宿
泊
学
習
（
福
島
県
）

一
学
年
　
田
口
　
恭
平

（
水
戸
五
中
出
身
）

今
回
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ

（
福
島
県
）
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス

の
伝
統
や
文
化
を
数
多
く
学
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
は
と
て
も
か
っ
こ
い

い
と
思
い
ま
し
た
。
最
初
、
ナ
イ

フ
と
フ
ォ
ー
ク
は
非
常
に
食
べ
に

く
く
て
不
思
議
で
し
た
。
結
局
、

短
時
間
で
は
慣
れ
る
事
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た

が
、
い
つ
か

は
覚
え
た
い

と
思
い
ま

す
。そ

の
他

に
も
、
建
築
様
式
が
違
う
点
や
ス

ヌ
ー
カ
ー
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
）
な
ど

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ

た
の
で
、
英
語
の
学
力
を
つ
け
、

も
っ
と
視
野
を
世
界
に
向
け
て
い

き
た
い
で
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
ギ
リ

ス
だ
け
で
な
く
世
界
の
国
々
の
文

化
や
伝
統
、
宗
教
な
ど
幅
広
く
勉

強
し
た
い
と
、
こ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
行
っ
て
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

生
徒
海
外
研
修
を
終
え
て

本
年
度
は
左
記
の
通
り
研
修
が

実
施
さ
れ
た
。

①
目
的
地
　
サ
イ
パ
ン

②
日
時
　
２
月
24
日
貅
〜
28
日
豺

③
学
校
名
　
カ
グ
マ
ン
ハ
イ
ス
ク

ー
ル

④
研
修
生
徒
　

大
津
　
　
悟
（
二
年
一
組
）

竹
添
佐
由
里
（
二
年
一
組
）

歓
迎
会
・
エ
ー
ル
交
換
・
ス
ポ

ー
ツ
交
流
・
カ
ル
チ
ャ
ー
交
流
・

英
会
話
教
室
・
授
業
見
学
な
ど
短

い
な
か
で
、
心
温
ま
る
楽
し
い
研

修
が
で
き
た
。

常北高校のホームページもご覧下さい
http://www.johoku-h.ed.jp
E-mail:admin@ johoku-h.ed.jp 

留学生（イクマル、カ
タリーン）

ツール・ド・常北

共同宿泊学習

常磐大 

茨城キリスト教大 

つくば国際大 

流通経済大 

放送大 

茨城女子短大 

つくば国際短大 

常磐短大 

その他 

就職他（47名） 

公務員（自衛隊） 

サテライト水戸 

中川製作所 

川辺鉄鋼 

カクライ 

匠興業 

その他 

５名 

２名 

１名 

１名 

１名 

２名 

２名 

２名 

20名 

 

３名 

４名 

２名 

２名 

２名 

１名 

３３名 

（常北３・水戸一１・水戸五１） 

（赤塚１・双葉台１） 

（赤塚１） 

（水戸二１） 

（桂１） 

（常北１・水戸五１） 

（笠間１・双葉台１） 

（常北１・双葉台１） 

　 

 

（常北２・水戸一１） 

（桂１・常北１・水戸五２） 

（常北２） 

（大宮１・常北１） 

（桂１・常北１） 

（常北１） 

進学(大学10名　短大6名　専門20名） 
平成16年度　進路状況 

は
る
そ
の

は
る
そ
の
常
北
高
校

常
北
高
校

春園祭（ブラスバンド）



17

電話 029・289・4946

インターネットで蔵書検索ができます。 

URL http://www.lib.vill.katura.ibaraki.jp

日　月　火　水　木　金　土

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

カレンダー（4・5月） 

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

5/1

8

15

22

29

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電

子
メ
ー
ル
入
門
は
じ
め
て
で
も

わ
か
る
本 

     

楽
し
く
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
電
子
メ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
解

説
す
る
。
大
き
な
画
面
、
大
き
な

文
字
で
読
み
や
す
く
編
集
。 

 

全
部
無
料
（
タ
ダ
）
で
つ
く
る

は
じ
め
て
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

      

エ
デ
ィ
タ
も
素
材
も
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
サ

ン
プ
ル
も
丸
ご
と
付
属
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ

Ｏ
Ｍ
に
収
録
し
、
さ
ら
に
Ｈ
Ｐ
無

料
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
な

ど
、
心
を
く
す
ぐ
る
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
満
載
。 

チ
ョ
ン
マ
ル
ブ
ッ
ク 

    

「
あ
れ
」
「
こ
れ
」
か
ら
「
本
気

だ
よ
」
「
安
く
し
て
よ
」
ま
で
、

初
め
て
ハ
ン
グ
ル
に
触
れ
る
人
で

も
す
ぐ
話
せ
ち
ゃ
う
フ
レ
ー
ズ
が

満
載
。
フ
ジ
テ
レ
ビ
系T

V

番
組
「
チ

ョ
ナ
ン
カ
ン
」
が
贈
る
究
極
の
ハ

ン
グ
ル
会
話
本
。 
 

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
完
全
保
存
版
冬
の

ソ
ナ
タ 

      

韓
国
ド
ラ
マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
の

サ
ン
ト
ラ
曲
を
す
べ
て
掲
載
し
た

ピ
ア
ノ
豪
華
。
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
に

よ
る
名
場
面
集
付
。
は
じ
め
か
ら

今
ま
で
／
Ｍ
ｙ
　
Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｙ

／
初
め
て
等
収
録 

「
静
筋
」
ゴ
ル
フ
革
命 
      

「
静
筋
」
と
は
著
者
の
造
語
で
、

体
の
筋
肉
で
あ
る
「
動
筋
」
に
対

し
て
、
理
性
・
知
性
・
教
養
と
い

っ
た
内
面
に
宿
る
も
の
の
総
称
。

冷
静
な
状
況
分
析
や
判
断
力
を
磨

け
ば
、
ゴ
ル
フ
も
上
手
く
な
る
！  

 

ナ
イ
キ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル 

     

繊
細
な
ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
魅
了
す
る
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
。
ユ
ニ

ー
ク
＆
ト
リ
ッ
キ
ー
な
テ
ク
ニ
ッ

ク
の
数
々
を
、
豊
富
な
写
真
と
テ

キ
ス
ト
で
解
説
す
る
。 

漢
字
検
定
２
級
出
題
回
数
別
問

題
集 

     

「
日
本
漢
字
能
力
検
定
」
２
級
の

問
題
集
。
３
部
構
成
に
な
っ
て
お

り
、
本
書
収
録
漢
字
を
す
べ
て
習

得
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
本
試
験

で
出
題
さ
れ
る
漢
字
の
８
割
以
上

を
網
羅
で
き
る
。 

 

合
格
テ
キ
ス
ト
日
商
簿
記
２
級

（
工
業
簿
記
） 

     

簿
記
検
定
試
験
の
受
験
対
策
用
と

し
て
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
簿
記
検
定
講
座
で

使
用
中
の
教
室
講
座
、
通
信
講
座

の
教
材
を
基
に
、
長
年
蓄
積
し
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
集
約
。 

■
出
会
い
は
一
冊
か
ら 

　
4
月
、
新
年
度
や
新
学
期
、
新

生
活
が
は
じ
ま
る
出
会
い
の
季
節

で
す
。
そ
ん
な
新
し
い
生
活
の
ス

タ
ー
ト
に
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
図
書

館
は
、
新
生
活
と
と
も
に
何
か
を

始
め
て
み
た
い
と
い
う
人
を
応
援

し
ま
す
。 

浅岡省一 
翔泳社 

 

山田祥平 
インプレス 

 

スタジオタック 
クリエイティブ 

 
宮里優 

ゴルフダイジェスト社 
 

TAC簿記検定講座 試験対策研究会 
高橋書店 

 

秋敦子・編 
ヤマハミュージックメディア 

ChonanKang 
マガジンハウス 

 

休館日 
おはなし会 11：00から 

火～金 10：00～18：00 
土～日 10：00～17：00

　3月の新着図書 
『噂の真相』２５年戦記／
岡留安則▼新聞は生き
残れるか／中馬清福▼
悪路王伝説／定村忠士
▼反省文ハワイ／山口智
子▼七会村の歴史／七
会村史編纂委員会▼雲
はなぜ落ちてこないのか
／佐藤文隆▼論破できる
か！子どもの珍説・奇説／
松森靖夫▼犬のカタログ
２００５／学研▼子ども版
声に出して読みたい日本
語　１～６／斎藤孝▼ち
ゃんと話すための敬語の
本／橋本治▼大人の友
情／河合隼雄▼死んだら
どうなるの？／玄侑宗久
▼感じない男／森岡正博
▼育児誌を作った人たち
の育てられ方、育て方／『ち
いさい・おおきい・よわい・つ
よい』編▼大人の言うこと
を聞きなさい！／佐藤貴彦
▼国防／石破茂▼子ども
が減って何が悪いか！／
赤川学▼消防官だからで
きること／黒岩祐治▼お
しゃれの曲がり角／西村
玲子▼高級家具作りに挑
戦！／高橋甫▼近藤典子
の収納の基本／近藤典
子▼リュシウォン食堂／リ
ュシウォン／▼冬のソナタ
は終わらない。／ユン　ソ
クホ▼Deep love第３部／
Yoshi▼弘海／市川拓司
▼眉山／さだまさし▼僕
の行く道／新堂冬樹 

図 資 料 書 館 館 

だ よ り 

広報しろさと

文芸しろさと 
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人　口 
男 
女 
世帯数 

22,904人　 
11,129人　 
11,775人　 
7,176世帯 

前月比 
（－11） 
（－ 8） 
（－ 3） 
（＋11） 

３月１日現在 

城里町役場 
編集・町長公室 
（内線 212） 

ホームページで町の各種情報がご覧になれます｡ 

http://www.town.shirosato.ibaraki.jp/

〒311－4391 
東茨城郡城里町石塚1428－25 
TEL 029－288－3111　FAX 029－288－3113

町の人口  

ツ
ツ
ジ
科
の
植
物
で
す
。 

万
葉
集
に
10
首
の
歌
が
あ
り
、
奈
良
時

代
の
人
々
に
愛
さ
れ
た
花
で
す
。 

馬
酔
木
の
花
が
見
事
に
、
米
沢
公
園
に

咲
い
て
い
ま
し
た
。 

 

「
広
報
し
ろ
さ
と
」
か
ら 

　
広
報
し
ろ
さ
と
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら

の｢

耳
寄
り
情
報｣

や
「
お
気
に
入
り
の

作
品
」
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
身
近
な
話
題
・
ひ
と
・
ふ
る

さ
と
自
慢
、
家
族
や
ペ
ッ
ト
の
写
真
・

イ
ラ
ス
ト
・
自
由
投
稿
な
ど
、
ど
ん
ど

ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

※
必
ず
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

　
入
し
て
く
だ
さ
い 

城
里
町
役
場 

町
長
公
室 

広
報
係 

　
蕁
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１ 

　E-m
ail:koushitsu@

tow
n.shirosato.lg.jp 

 

あしび（馬酔木）の花 
田所　厚子さん（石塚） 
 

桂中学校 

沢山 
小学校 

石塚 
小学校 

七会 
保育所 

七会東 
小学校 

七会 
中学校 

桂保育所 

常北 
幼稚園 

常北 
中学校 

卒業（園）生徒・児童数 

常 北 中 学 校  
桂 中 学 校  
七 会 中 学 校  
石 塚 小 学 校  
小 松 小 学 校  
青 山 小 学 校  
古 内 小 学 校  
圷 小 学 校  
岩 船 小 学 校  
北 方 小 学 校  
沢 山 小 学 校  
七会東小学校
七会西小学校
常 北 幼 稚 園  
桂 保 育 所  
七 会 幼 稚 園  
七 会 保 育 所

………
………
………
………
………
………
………
………
………
………
………
………
………
………
………
………
……… 

179人 
75人 
28人 
108人 
17人 
25人 
7人 

22人 
14人 
10人 
32人 
20人 
11人 
58人 
15人 
9人 

10人 

広報しろさと


